
＜ＧＡＰの取得のきっかけ＞
・自民党の小泉農林部会長(当時)との対談
農業視察のため富山県に来県した小泉進次郎農林
部会(当時)からGAPを勧められたことがきっかけ

・直接販売する農産物の信頼と安全性の確保
JAを通さず直売所等で直接販売するイチゴ、ミ二
トマトの信頼と安全性の確保
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＜GAP認証取得で苦労したこと＞
◆GAPの理解
・作成・整備する帳簿類等の用語や内容の理解

◆帳簿類等の整備
・自社農場の状況に合わせた帳簿類等の作成・整備

◆従業員へのGAPの必要性の理解促進
・なぜそうするのかについての従業員への説明と説得

＜GAP認証取得による効果や改善されたこと＞
◆従業員の意識改革
・作業場の整理整頓による従業員の意識改革の芽生え
・今まで気が付かなかったことへの気づき

◆農産物生産におけるプライド意識の芽生え
・農産物生産への自信と意識の高揚

◆農場内へのGAPの浸透
・認証取得のためだけではない農場に必要な取組として浸透

☞ＧＡＰの取組
(個別認証)

＜基本情報＞
所在地：富山県入善町
構成員 13名

＜農場概要＞（令和３年度実績）
栽培面積：米105ha、大豆60ha、(ハウス)イチゴ25a、(ハウス)ミニトマト6a、露地ネギ30a

＜今後の事業展開の目標＞
◆イチゴ、ミニトマト以外の農産物のGAP認証取得
◆ＧＡＰ認証取得を売りにした販路の拡大

GLOBAL.G.A.P.

イチゴ、ミニトマト
(有)アグリゴールド矢木

〈問い合わせ先〉0765-72-1576


